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 [授業の概要・目的]
哲学の基本的な文献を読み、理解を深める。

第一に、イギリス経験論を代表する哲学者であるジョージ・バークリの『人知原理論』を読む。

バークリは「存在するとは知覚されることである」というテーゼで知られる哲学者であり、すべて
のものが主観的な存在であると述べているとして従来から理解されてきた哲学者であり、そのテー
ゼについて、長らく哲学者たちの議論の的となってきた。

これによって現代哲学にも大きな提供を与えている観念論の基本的な考え方を理解し、検討する。

 [到達目標]
哲学史的な教養・理解を深めると同時に、現代の哲学に大きな影響を与えている哲学的な考え方を
身につける。

 [授業計画と内容]
観念論の代表的な哲学者であるバークリの『人知原理論』を翻訳で読む

出席者全員で分担しつつ読み進めていく。

出席者の関心、議論などにより、震度は調整しつつ読み進めていく。

適宜、課題を出す予定。

1. ガイダンス
2-14. テクストの読解、解説、議論
15. フィードバック

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点]
平常点と課題

平常点60％（出席と参加の状況）、課題40％

授業中の発表や発言など、そしてテクストをしっかり予習しているかどうかが重視される。

哲学基礎ゼミナール(2)へ続く↓↓↓



哲学基礎ゼミナール(2)

 [教科書]
バークリ 『人知原理論』（ちくま学芸文庫、２０１８）ISBN:9784480098795（電子書籍版もあるの
でどちらでもかまわない）
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
講義に関連のある書籍などを読みつつ、自分なりに問題に対して考えてください。

 [その他（オフィスアワー等）]
積極的な発言を求めます。

 [主要授業科目（学部・学科名）]
総合人間学部


